


A,研究目的 

小児期の成人病(生活習慣病)検診結果を基礎的資料として保存し、その後の各種疾病特に

高血圧、心筋梗塞、脳出血、糖尿病などの成人病(生活習慣病)発症との関連性を検討する。

異常値を示した児童生徒には生活・栄養指導を行い、より健康的なライフスタイルを確立

させて将来の成人病(生活習慣病)発症の予防に役立てるとともに小児期から自己健康管理

に対してより深い関心をもたせる。短期的な評価としては、われわれの行っている指導の

是非を判断するための指標とする。 


